
埼玉県内で医療的ケア児を支援している方
埼玉県の災害時小児周産期リエゾンの方
＊県外の方も申込できますが、埼玉県の方が優先となります。

締切日までに定員オーバーになった場合は、HPでお知らせします。
＊マスク着用は必須です。

対象

 申し込みは下記のＱＲコードもしくはURL
https://forms.gle/5DYeQP9SN9oLPDTm8

締め切り：2023年12月２２日（金）14時

日時：2024年2月3日（土）9：30～17：00（予定）
場所：埼玉医科大学総合医療センターカンファレンス室
＊感染症拡大のために集合研修が開けない場合は、WEB研修に変更します

日時
場所

申込方法

内容
〇 講義「福祉避難所への直接避難モデル事業について」
〇 講義「防災・被災支援における多職種連携」

（国際医療福祉大学大学院 災害保健医療研究センター 石井美恵子）
〇 HUG（災害時の避難所を運営するロールプレイイングゲーム）

（HUGのわ主宰 倉野康彦）
〇 グループワーク「自分に出来ることは何か」 他検討中

【埼玉県小児在宅医療推進事業】埼玉県小児在宅医療支援研究会主催

２０２３年度 医療的ケア児の災害対策研修会
のご案内

定員 30名 （定員になり次第、申込を締め切ります）

是非一度、「HUG」を経験してみて下さい。災害時に何をすべきイメージできます。
想像することは防災の第一歩です。
石井美恵子先生は災害医療のスペシャリストです。災害看護師として海外への支援にも
行かれています。我々ができる防災対策や災害時支援を考えていきましょう。

参加費
無料

【注意事項】

〇 一つのパソコンで複数の参加者が視聴する場合、一人ずつお申し込み下さい。
〇 携帯キャリアのメールアドレスや地方自治体のメールアドレス（＠city., @pref.など）では

登録しないで下さい。事務局からのメールを受け取れなかったりURLを開けなかったりする
ことがあります。

〇 メールアドレスが通じない場合は、申込フォームの電話番号にお電話いたします。
そのため、なるべく個人所有の電話番号を登録して下さい。

〇 お申込みいただいた方には締切後に事務連絡メールをいたします。
12月28日（木）を過ぎても事務局からメールが来ない場合は、ご一報ください。

〇 埼玉県への事業報告書に研修風景の写真などを掲載いたします。
差支えがある方はお申し出ください。

研修会担当
埼玉医科大学総合医療センター 小児診療看護師 小泉恵子
問い合わせ先：pedzaitaku+2023@gmail.com

https://forms.gle/5DYeQP9SN9oLPDTm8
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